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Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
を
利
用
中

組
合
員
の
皆
さ
ん
登
録
し
よ
う

登
録
は
西
日
本
本
部
ま
た
は
地
方
本
部
へ

２

０

２

５

年

４

月

26

日

、

国

労

大

阪

会

館
の
大

会
議
室
に

お

い
て
リ

モ
ー
ト
を

併

用
し
な

が
ら
「
福

知

山
線
脱

線
転
覆
事

故

か

ら
20

年

西

日

本

安
全
集

会
」
を
開

催

し
ま
し
た
。

波
見

執
行
委
員

の

司
会
で

開
会
し
、

冒

頭
参
加

者
で
黙
と

う

を
行
な

い
挨
拶
を

行

な
い
ま
し
た
。

主
催

者
を
代
表

し

て
植
田

執
行
委

員
長
が

こ
れ
ま

で
の
労

災
関
係

等
も
交

え
な
が

ら
挨
拶

を
行
な

い
、
大

北
書
記
長
が

到
達
点

と
今
後
の
課

題
と
し

て
報
告
を
行

な
い
ま

し
た
。

各
地
方
本

部
報
告

で
は
、
北
陸

地
方
本

部
・
土
合
執

行
副
委

員

長

か

ら

交

渉

の

経

過

や

地

震

に

関

す

る
取
り
組

み
、
急
速

に
進
む
合

理
化
施
策

の
問
題
等

報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

近
畿
地

方
本
部
・

江
口
書
記

長
か
ら
、

こ
れ
ま
で

の
地
方
本

部
で
の
取

り
組
み
や

現
在
の
会

社
と
の
交

渉
状
況
等

の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

岡
山
地

方
本
部
・

青
山
書
記

長
か
ら
地

方
本
部
で

取
り
組
ん

で
き
た
宣

伝
行
動
の

報
告
や
交

渉
、
職
場

で
の
闘

い
等
の
報

告

が
あ
り
ま
し
た
。

米
子

地
方
本
部

・

吾
郷
書

記
長
か
ら

、

安
全
に

対
す
る
討

論

会
や
安

全
考
動
計

画

監
視
委

員
会
の
報

告

等
が
あ
り
ま
し
た
。

広
島

地
方
本
部

・

佐
々
木

執
行
委
員

長

か
ら
、

当
時
の
職

場

状
況
や

交
渉
経
過

、

等
の
取
り
組

み
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

出
さ
れ

た
意
見
に

対
し
、
大

北
書
記
長

が
ま
と
め

を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
国

労
中
央

本
部
青
年
部

が
こ
の

日
に
合
わ
せ

て
青
年

部
安
全
学
習

交
流
会

を
開
催
し

、
午
前
中

に
祈
り
の

杜
献
花
訪

問
、
意
見

交
換
会
、

集
会
参
加

の
感
想
等

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
大

和
執
行
副

委
員
長
が

閉
会
の
挨

拶

を

行

な

い

集

会

を

終

え

ま

し

た
。

職
場
環
境
を
変
え
風
通
し
の
良
い
職
場
を
築
こ
う
！

２

０

０

５

年

４

月

25

日

に

発

生

し

た

福

知

山

線

脱

線

転

覆

事

故

か

ら

20

年

、

こ

の

間

、

西

労

組

と

共

に

「

安

全

性

向

上

計

画

」

検

証

報

告

集

会

の

取

り

組

み

、

安

全

性

向

上

計

画

監

視

委

員

会

や

安

全

基

本

計

画

監

視

委

員

会

の

立

ち

上

げ

、

会

社

と

労

働

組

合

が

一

丸

と

な

っ

て

安

全

を

考

え

る

「

労

使

安

全

会

議

」

な

ど

、

様

々

な

取

り
組
み
が
行
な
わ

れ
て
き
ま
し
た
。



こ
の
間
、
全
国
的
に
見

て
も
国
労
へ
の
加
入
が
相

次
い
で
い
ま
す
。
特
に
若

手
の
加
入
が
増
え
て
い
ま

す
。
新
入
社
員
の
加
入
も

あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
働

く
中
で
困
っ

た

事

な

ど

あ

れ

ば

ぜ

ひ
【
国
労
】

に

相

談

し

て

く

だ

さ

い

。

ネ

ッ

ト

で

「

国

労
西
日
本
」

と

検

索

す

る

と

西

日

本

本

部

の

ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
が
見
れ
ま
す
。
問
い
合

わ
せ
も
増
え
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
に
加
入
し
て
い

て
も
し
て
い
な
く
て
も
一

度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
に
よ
り
、
世
の
中
的
に

見
て
も
労
働
力
不
足
と
し

て
採
用
者
の
確
保
が
困
難

と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

各
社
、
新
卒
入
社
は
も
ち

ろ
ん
社
会
人
採
用
等
の
中

途

採

用

や

、

辞

め

た

方

に

再

度

戻

っ

て

き

て

も

ら

う

制

度

も

実

施

さ

れ

て

い

ま

す
。あ

ら

ゆ

る

施

策

を

実

施

し

て

い

ま

す

が

、

自

分

の

時

間

の

確

保

を

し

っ

か

り

と
行
な
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
非
番
で
勉
強
会
等
が

増
え
身
体
は
ク
タ
ク
タ
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
、
安
全

輸
送
は
提
供
で
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
よ
り
良
い
会

社
に
す
る
為
に
も
、
働
き

や
す
い
職
場
環
境
に
す
る

為
に
も
声
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
声

を
あ
げ
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
加
入
、
心
か

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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私たちが働く職場、

誇りをもって働けるように

職場環境を良くしよう！
お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し
い
と
主
張
し
よ
う
！

国

労

加

入

大

歓

迎

！

相

次

ぐ

国

労

加

入

！

一
緒
に
変
え
て
い
こ
う


